
入札参加時における注意事項（工事）  

 

 入札参加者の皆様へ 

横 瀬 町 長    

 

 入札及び工事の施工に当たっては、次の事項を遵守してください。 

記   

１ 関係法令等の遵守について 

  ① 入札に当たっては、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（略称して

  「独占禁止法」という。）等に抵触する行為を行ってはならない。 

 ② 受注者は、建設業法第２２条に規定する一括下請負行為等に抵触する行為を行っ

てはならない。 

２ 建設産業における生産システム合理化指針の遵守等について 

 ① 工事の適正な施工を確保するため、下請契約を締結しようとするときは、建設産

業における生産システム合理化指針を遵守し、下請業者の適正な選定、下請代金支

払等の適正な履行、下請における雇用管理等への指導を行い、元請・下請関係の合

理化に努めること。 

 ② 工事の一部を下請業者に発注しようとするときは、原則として、秩父郡市内（可

能な限り横瀬町内）の業者から選定すること。 

３ 建設資材の発注について 

  ① 建設資材の発注に当たっては、納入業者の利益を不当に害することのないよう公

正な取引に努めること。 

 ② 建設資材の発注に当たっては、納入業者を秩父郡市内（可能な限り横瀬町内）の

業者から選定するよう努めること。 

４ 労働災害の防止策について 

   労働災害の防止については、元請・下請業者が一体となって特段の注意を払うこと。 

５ 建設業退職金共済組合への加入等について 

  ① 受注者は、自ら雇用する建設業退職金共済制度の対象労働者に係る共済証紙を購

入し、当該労働者の共済手帳に共済証紙を貼り付けること。 

  ②  １件当たりの請負金額が６００万円以上の建設工事請負契約を締結した場合は、

建設業退職金共済組合の発注者用掛金収納書を貼り付けた建設業退職金共済証紙

購入状況報告書を契約締結後１か月以内に提出すること。 

  ③ 受注業者が下請契約を締結する際は、下請業者に対して、建設業退職金共済制度

の趣旨を説明し、下請業者が雇用する建設業退職金共済制度の対象労働者に係る共

済証紙をあわせて購入して現物により交付するか、又は建設業退職金共済制度の掛



金相当額を下請代金中に算入することにより、下請業者の建設業退職金共済制度へ

の加入並びに共済証紙の購入及び貼付を促進すること。 

 ④ 下請業者の規模が小さく、建設業退職金共済制度に関する事務処理能力が十分で

ない場合には、元請業者にその共済制度への加入手続き、共済証紙の共済手帳への

貼付等の事務の処理を委託する方法もあるので、元請業者においてできる限り下請

業者の事務の受託に努めること。 

 ⑤ 工事現場の出入口等の見やすい場所に「建設業退職金共済制度適用事業主工事現

場標識」を掲示すること。 

６ 技術者の適正な配置について 

 ① １件の請負金額が３，５００万円（建築一式の場合は７，０００万円）以上の建

設工事を施工するに当たっては、工事現場ごとに専任の主任技術者を配置すること。 

  ② 特定建設業者が請け負った建設工事を施工するために締結した下請契約の請負

代金の額の合計が４，０００万円（建築一式の場合は６，０００万円）以上となる

場合については、主任技術者に代えて専任の監理技術者を配置すること。 

７ 施工体制台帳等の提出について 

  建設工事の受注者は、当該工事で下請契約を締結するのであれば、施工体制台帳を 

作成し、事業担当課に提出するとともに、現場に整備すること。 

８ 施工体系図の掲示について 

  建設工事の受注者は、当該工事で下請契約を締結するのであれば、工事現場の見やす

い場所に施工体制台帳に基づいた施工体系図を掲示すること。 

９ 建設リサイクル法の遵守  

    受注者は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律対象工事の場合、落札後

「分別解体等の計画等」及び「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１３条

 に基づく書面」を提出すること。 

10 工期の遵守について 

    契約において定めた工期については、遵守すること。 

11 埼玉県生活環境保全条例の遵守について 

  ディーゼル車の排出ガス規制が行われています。県の排出基準を満たさないものは、

 県内での運行は禁止されています。 

12 過積載防止対策について 

 ① 工事の施工にあたって、工事資材等の運搬については過積載を行わないこと。 

  また、過積載を行っていると認められる資材納入業者から資材の納入を受けないな

どの必要な措置をとるよう努めること。 

 ② 違法改造車両等（さし枠車両等）及び目的外使用車（産業廃棄物運搬車等）によ

る土砂等の運搬を行わせないこと。 

 ③ 土砂等の運搬にあたり、ダンプカー等大型車両を使用するときは、「土砂等を運



搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」の目的を鑑み、同

法第１２条に規定する団体等への加入者の使用を促進するなどの配慮をすること。

また、工事使用車両であるものの表示をすること。 

 ④ 下請業者並びに資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に

欠ける者を使用しないこと。また、下請業者並びに資材納入業者との契約にあたっ

ては、公正な取引の確保に努め、その利益を不当に害し、過積載を誘発するような

契約を締結しないこと。 

13 労務単価について 

  横瀬町発注の工事又は委託では、農林水産省及び国土交通省が公共工事の工事費積

算に用いるための公共工事設計労務単価又は国土交通省が発注する公共工事の設計

業務委託等の積算に用いるための技術者単価に基づく埼玉県の単価表等により積算

しています。この点に十分留意し、労働者への適切な賃金の支払いに努めてください。 

  なお、次の表は、埼玉県ホームページ中の令和２年度土木工事設計単価表における

労務単価表を抜粋したものです。 

令和２年度労務単価表 単位：円（所定労働時間内、１日８時間労働あたり）   

職 種 金 額 職 種 金 額 職 種 金 額 

特殊作業員 23,300円 普通作業員 20,600円 軽作業員 14,900円 

型わく工 25,900円 鉄筋工 27,000円 鉄骨工 25,100円 

特殊運転手 24,600円 一般運転手 21,500円 配管工 21,900円 
 
交通誘導員 
(一級又は二級検定合

格警備員) 

 
 

14,600円 
 
 

 
交通誘導員  
 
（資格なし） 
 

 
 

12,900円 
 
 

 
 
大工 
 
 

 
 

25,600円 
 
 

 

14 発注工事の下請契約における社会保険等未加入対策について 

 ① 横瀬町発注建設工事を契約する受注者（元請業者）と社会保険等（健康保険、厚生

年金保険、雇用保険）未加入建設業者との一次下請契約を原則禁止します。 

 ② 受注者は、社会保険等未加入建設業者であっても工事の施工が困難となる場合その

他の特別の事情があると発注者が認める場合は、下請契約をすることが認められます。た

だし、発注者の指定する期間内に、当該社会保険等未加入建設業者が社会保険等に加

入する必要があります。 

 ③ 一次下請業者が社会保険等に未加入の場合は、受注者に対し、以下の措置を行う場

合があります。 

  Ⅰ 入札参加停止 

  Ⅱ 工事成績評定の減点 

  ※ 「一次下請業者」は建設業許可業者のみを対象としますが、建設業許可業者であっ

ても、社会保険等への加入が適用除外のものは対象外とします。 


